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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素を含む液晶表示板組立体と、
　信号源から供給を受けた現在映像信号（Gn）と直前映像信号（Gn-1）の差の特性によっ
て前記現在映像信号と前記直前映像信号からなる対を少なくとも二つのグループのいずれ
かに分類してグループ毎に相異なる方式で前記現在映像信号（Gn）を補正し、補正された
映像信号（Gn’）を出力する映像信号補正部と、
　前記映像信号補正部から出力される前記補正された映像信号（Gn’）を対応する画像信
号に変えて前記画素に供給するデータ駆動部と、を含み、
　前記少なくとも二つのグループは前記現在映像信号と前記直前映像信号の差が既に定め
られた設定値以内に存在する第１グループと、前記差が前記設定値から逸脱する第２グル
ープとを含み、
　前記第２グループは前記現在映像信号が前記直前映像信号より大きい第３グループと前
記現在映像信号が前記直前映像信号より小さい第４グループを含み、
　前記第３グループ及び前記第４グループの現在映像信号に対して互いに異なる方式で補
正し、
　前記現在映像信号及び前記直前映像信号は、各々が上位ビットと下位ビットとを含み、
　前記第３グループ及び第４グループは前記現在映像信号の上位ビットと前記直前映像信
号の上位ビットとが等しい前記現在映像信号と前記直前映像信号との対からなる、液晶表
示装置。
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【請求項２】
　前記第２グループは前記現在映像信号の前記上位ビットと前記直前映像信号の前記上位
ビットとが等しくない前記現在映像信号と前記直前映像信号との対からなる第５グループ
を含み、
　前記第５グループの現在映像信号に対しては前記第３又は第４グループの現在映像信号
に対する方式とは異なる方式で補正する、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記映像信号補正部は前記第１グループの現在映像信号に対しては補正を行わない、請
求項１または２のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記現在映像信号又は前記直前映像信号は上位ビットと下位ビットを含む、請求項１に
記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記映像信号補正部は、
　前記現在映像信号を記憶し、かつ記憶していた直前映像信号を出力するフレームメモリ
と、
　前記現在映像信号と前記フレームメモリからの直前映像信号との差の状況に応じて前記
現在映像信号と前記直前映像信号との対を少なくとも二つのグループのいずれかに分類し
、前記分類に対応する信号を生成する事例選択部と、
　前記現在映像信号の上位ビットと前記フレームメモリから読み出された直前映像信号の
上位ビットとの入力に応じて該当変数の値を出力するルックアップテーブルと、
　前記ルックアップテーブルから読み出された前記該当変数、前記現在映像信号の下位ビ
ット及び前記フレームメモリから読み出された直前映像信号の下位ビットを入力として、
前記事例選択部で生成された信号によって決定される方式で演算し前記補正映像信号を生
成する演算器と、
　を含む、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記現在映像信号及び前記直前映像信号の両下位ビットが全て"０"である点に対して補
正映像信号が予め定められており、前記該当変数は前記予め定められた補正映像信号によ
って決定される、請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　複数の画素を含む液晶表示板組立体と、
　信号源から供給を受けた現在映像信号（Gn）と直前映像信号（Gn-1）の差の特性によっ
て前記現在映像信号と前記直前映像信号からなる対を少なくとも二つのグループのいずれ
かに分類してグループ毎に相異なる方式で前記現在映像信号（Gn）を補正し、補正された
映像信号（Gn’）を出力する映像信号補正部と、
　前記映像信号補正部から出力される前記補正された映像信号（Gn’）を対応する画像信
号に変えて前記画素に供給するデータ駆動部と、を含む液晶表示装置であり、
　前記現在映像信号又は前記直前映像信号は上位ビットと下位ビットを含み、
　前記映像信号補正部は、
　　　前記現在映像信号を記憶し、かつ記憶していた直前映像信号を出力するフレームメ
モリと、
　　　前記現在映像信号と前記フレームメモリからの直前映像信号との差の状況に応じて
前記現在映像信号と前記直前映像信号との対を少なくとも二つのグループのいずれかに分
類し、前記分類に対応する信号を生成する事例選択部と、
　　　前記現在映像信号の上位ビットと前記フレームメモリから読み出された直前映像信
号の上位ビットとの入力に応じて該当変数の値を出力するルックアップテーブルと、
　　　前記ルックアップテーブルから読み出された前記該当変数、前記現在映像信号の下
位ビット及び前記フレームメモリから読み出された直前映像信号の下位ビットを入力とし
て、前記事例選択部で生成された信号によって決定される方式で演算し前記補正映像信号
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を生成する演算器と、を有し、
　前記現在映像信号及び前記直前映像信号の両下位ビットが全て"０"である点に対して補
正映像信号が予め定められており、前記該当変数は前記予め定められた補正映像信号によ
って決定され、
　前記少なくとも二つのグループは第１乃至第４グループを含み、
　前記第１グループは前記現在映像信号と前記直前映像信号の差が第１設定値以下である
前記現在映像信号と前記直前映像信号との対からなり、
　前記第２グループは前記現在映像信号の上位ビットと前記直前階調の上位ビットが等し
いが、前記現在映像信号が前記直前映像信号より大きい前記現在映像信号と前記直前映像
信号との対からなり、
　前記第３グループは前記現在映像信号の上位ビットと前記直前階調の上位ビットが等し
いが、前記現在映像信号が前記直前映像信号より小さい前記現在映像信号と前記直前映像
信号との対からなり、
　前記第４グループは前記第１乃至第３グループに含まれない前記現在映像信号と前記直
前映像信号との対からなる、
　液晶表示装置。
【請求項８】
　前記該当変数はf、a、b、cを含み、
　各変数ｆ、ａ、ｂ、ｃは下式（１）、（２）、（３）、（４）でそれぞれ表され、
　前記第１グループの現在映像信号は補正せず、
　前記第２グループの現在映像信号の補正映像信号（Gn’）は下式（５）によって算出さ
れ、
　前記第３グループの現在映像信号の補正映像信号は下式（６）によって算出され、
　前記第４グループの現在映像信号の補正映像信号は下式（７）によって算出される、請
求項７に記載の液晶表示装置；
　f（Gn[x＋y-１:y]、Gn-1[x＋y-１:y]）＝Gn’（Gn[x＋y-１:y]×２y、Gn-1[x＋y-１:y]
×２y）　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（１）
　a（Gn[x＋y-１:y]、Gn-1[x＋y-１:y]）＝f（Gn[x＋y-１:y]＋１、Gn-1[x＋y-１:y]）－
f（Gn[x＋y-１:y]、Gn-1[x＋y-１:y]）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・・・（２）
　b（Gn[x＋y-１:y]、Gn-1[x＋y-１:y]）＝f（Gn[x＋y-１:y]、Gn-1[x＋y-１:y]）－f（G

n[x＋y-１:y]、Gn-1[x＋y-１:y]＋１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・・・（３）
　c（Gn[x＋y-１:y]、Gn-1[x＋y-１:y]）＝f（Gn[x＋y-１:y]＋１、Gn-1[x＋y-１:y]＋１
）＋f（Gn[x＋y-１:y]、Gn-1[x＋y-１:y]）－f（Gn[x＋y-１:y]＋１、Gn-1[x＋y-１:y]）
－f（Gn[x＋y-１:y]、Gn-1[x＋y-１:y]＋１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・・・（４）
　Gn’=f＋a×Gn[y-１:０]/２y－b×Gn-1[y-１:０]/２y＋c×Gn-1[y-１:０]/２y　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（５）
　Gn’=f＋a×Gn[y-１:０]/２y－b×Gn-1[y-１:０]/２y＋c×Gn[y-１:０]/２y

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（６）
　Gn’=f＋a×Gn[y-１:０]/２y － b×Gn-1[y-１:０]/２y＋c×Gn[y-１:０]×Gn-1[y-１:
０]/２2y　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（７）
　ここでx：直前映像信号及び現在映像信号に共通の上位ビット数
　　　　y：直前映像信号及び現在映像信号に共通の下位ビット数。
【請求項９】
　直前映像信号を参照して現在映像信号を補正する液晶表示装置の映像信号補正方法であ
って、
　前記現在映像信号と前記直前映像信号との差を求める段階と、
　前記現在映像信号と前記直前映像信号との前記差の状況によって前記現在映像信号と前
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記直前映像信号とからなる対を少なくとも二つのグループのいずれかに分類する段階と、
　前記現在映像信号及び前記直前映像信号の上位ビットを各々抽出する段階と、
　前記上位ビットで決定される該当変数を求める段階と、
　前記現在映像信号及び前記直前映像信号の下位ビットを各々抽出する段階と、
　前記変数と前記下位ビットとに基づいて前記分類されたグループ毎に互いに相異なる方
式で現在映像信号を補正する段階と、を含み、
　前記少なくとも二つのグループは第１乃至第４グループを含み、
　前記第１グループは前記現在映像信号と前記直前映像信号との差が設定値以下である前
記現在映像信号と前記直前映像信号との対からなり、
　前記第２グループは前記現在映像信号の上位ビットと前記直前階調の上位ビットとが等
しいが、前記現在映像信号が前記直前映像信号より大きい前記現在映像信号と前記直前映
像信号との対からなり、
　前記第３グループは前記現在映像信号の上位ビットと前記直前階調の上位ビットとが等
しいが、前記現在映像信号が前記直前映像信号より小さい前記現在映像信号と前記直前映
像信号との対からなり、
　前記第４グループは前記第１乃至第３グループに含まれていない前記現在映像信号と前
記直前映像信号との対からなる、
　液晶表示装置の映像信号補正方法。
【請求項１０】
　前記変数は下式（１）～（４）で与えられるf、a、b、cを含む、請求項９に記載の液晶
表示装置の映像信号補正方法
　f（Gn[x＋y-１:y]、Gn-1[x＋y-１:y]）=Gn’（Gn[x＋y-１:y]×２y、Gn-1[x＋y-１:y]
×２y）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（１）
　a（Gn[x＋y-１:y]、Gn-1[x＋y-１:y]）=f（Gn[x＋y-１:y]＋１、Gn-1[x＋y-１:y]）－f
（Gn[x＋y-１:y]、Gn-1[x＋y-１:y]）　　　　　　・・・（２）
　b（Gn[x＋y-１:y]、Gn-1[x＋y-１:y]）=f（Gn[x＋y-１:y]、Gn-1[x＋y-１:y]）－f（Gn
[x＋y-１:y]、Gn-1[x＋y-１:y]＋１）　　　　　　　　・・・（３）
　c（Gn[x＋y-１:y]、Gn-1[x＋y-１:y]）=f（Gn[x＋y-１:y]＋１、Gn-1[x＋y-１:y]＋１
）＋f（Gn[x＋y-１:y]、Gn-1[x＋y-１:y]）－f（Gn[x＋y-１:y]＋１、Gn-1[x＋y-１:y]）
－f（Gn[x＋y-１:y]、Gn-1[x＋y-１:y]＋１）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（４）
　ここでx：直前映像信号及び現在映像信号の上位ビット数
　　　　y：直前映像信号及び現在映像信号の下位ビット数。
【請求項１１】
　前記第１グループの現在映像信号は補正せず、
　前記第２グループの現在映像信号の補正映像信号（Gn’）は下式（５）で算出され、
　前記第３グループの現在映像信号の補正映像信号は下式（６）で算出され、
　前記第４グループの現在映像信号の補正映像信号は下式（７）で算出される、請求項１
０に記載の液晶表示装置の映像信号補正方法
　Gn’=f＋a×Gn[y-１:０]/２y － b×Gn-1[y-１:０]/２y＋c×Gn-1[y-１:０]/２y　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（５）
　Gn’=f＋a×Gn[y-１:０]/２y － b×Gn-1[y-１:０]/２y＋c×Gn[y-１:０]/２y　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（６）
　Gn’=f＋a×Gn[y-１:０]/２y － b×Gn-1[y-１:０]/２y＋c×Gn[y-１:０]×Gn-1[y-１:
０]/２2y　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（７）。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は液晶表示装置及び映像信号補正方法に関し、さらに詳しくは信号源からの映像信
号を補正する液晶表示装置及び映像信号補正方法に関する。



(5) JP 4958382 B2 2012.6.20

10

20

30

40

50

【０００２】
【従来の技術】
一般的な液晶表示装置は二枚の表示板とその間に入っている誘電率異方性を有する液晶層
を含む。液晶層に電界を印加し、この電界の強さを調節して液晶層を通過する光の透過率
を調節することにより所望の画像を得る。このような液晶表示装置は携帯が簡便な平板表
示装置（FPD）の中で代表的なものであって、この中でも薄膜トランジスタ（TFT）をスイ
ッチング素子として利用したTFT-LCDが主に利用されている。
【０００３】
このようなTFT-LCDはコンピュータの表示装置だけでなく、テレビの表示画面としても広
く用いられることによって動画像を実現する必要が高まっている。しかし、従来のTFT-LC
Dは液晶の応答速度が遅いため動画像を実現するのが難しい短所がある。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
したがって、本発明の技術的課題はこのような従来の問題点を解決するためのものであっ
て、液晶の遅い応答速度を補完するために映像信号を補正することである。
【０００５】
本発明の他の技術的課題は、不連続的な階調変化で発生する画質の悪化を向上させること
である。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明の課題を構成するための一つの特徴による液晶表示装置は、
　信号源から供給を受けた現在映像信号（Gn）と直前映像信号（Gn-1）の差の特性によっ
て前記現在映像信号と前記直前映像信号からなる対を少なくとも二つのグループのいずれ
かに分類してグループ毎に相異なる方式で前記現在映像信号（Gn）を補正し、補正された
映像信号（Gn’）を出力する映像信号補正部と、
　前記映像信号補正部から出力される前記補正された映像信号（Gn’）を対応する画像信
号に変えて前記画素に供給するデータ駆動部と、を含み、
　前記少なくとも二つのグループは前記現在映像信号と前記直前映像信号の差が既に定め
られた設定値以内に存在する第１グループと、前記差が前記設定値から逸脱する第２グル
ープとを含み、
　前記第２グループは前記現在映像信号が前記直前映像信号より大きい第３グループと前
記現在映像信号が前記直前映像信号より小さい第４グループを含み、
　前記第３グループ及び前記第４グループの現在映像信号に対して互いに異なる方式で補
正し、
　複数の画素を含む液晶表示板組立体と、
　前記現在映像信号及び前記直前映像信号は、各々が上位ビットと下位ビットとを含み、
　前記第３グループ及び第４グループは前記現在映像信号の上位ビットと前記直前映像信
号の上位ビットとが等しい前記現在映像信号と前記直前映像信号との対からなる。
【００１０】
前記第２グループは前記現在映像信号の前記上位ビットと前記直前映像信号の前記上位ビ
ットが同一でない対からなる第５グループを含み、前記第５グループの現在映像信号に対
しては前記第３及び第４グループの現在映像信号と異なる方式で補正する。
【００１１】
前記映像信号補正部は前記第１グループの現在映像信号に対して補正を行わないのが好ま
しい。
【００１２】
前記現在映像信号及び前記直前映像信号は上位ビットと下位ビットを含む。
【００１４】
前記現在映像信号と前記直前映像信号の下位ビットが全て"０"である点に対して補正映像
信号が予め決められており、前記変数は前記予め決められた補正映像信号によって決定さ
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れ得る。
【００１５】
　本発明の課題を構成するための別の特徴による液晶表示装置は、
　複数の画素を含む液晶表示板組立体と、
　信号源から供給を受けた現在映像信号（Gn）と直前映像信号（Gn-1）の差の特性によっ
て前記現在映像信号と前記直前映像信号からなる対を少なくとも二つのグループのいずれ
かに分類してグループ毎に相異なる方式で前記現在映像信号（Gn）を補正し、補正された
映像信号（Gn’）を出力する映像信号補正部と、
　前記映像信号補正部から出力される前記補正された映像信号（Gn’）を対応する画像信
号に変えて前記画素に供給するデータ駆動部と、を含む液晶表示装置であり、
　前記現在映像信号又は前記直前映像信号は上位ビットと下位ビットを含み、
　前記映像信号補正部は、
　　　前記現在映像信号を記憶し、かつ記憶していた直前映像信号を出力するフレームメ
モリと、
　　　前記現在映像信号と前記フレームメモリからの直前映像信号との差の状況に応じて
前記現在映像信号と前記直前映像信号との対を少なくとも二つのグループのいずれかに分
類し、前記分類に対応する信号を生成する事例選択部と、
　　　前記現在映像信号の上位ビットと前記フレームメモリから読み出された直前映像信
号の上位ビットとの入力に応じて該当変数の値を出力するルックアップテーブルと、
　　　前記ルックアップテーブルから読み出された前記該当変数、前記現在映像信号の下
位ビット及び前記フレームメモリから読み出された直前映像信号の下位ビットを入力とし
て、前記事例選択部で生成された信号によって決定される方式で演算し前記補正映像信号
を生成する演算器と、を有し、
　前記現在映像信号及び前記直前映像信号の両下位ビットが全て"０"である点に対して補
正映像信号が予め定められており、前記該当変数は前記予め定められた補正映像信号によ
って決定され、
　前記少なくとも二つのグループは第１乃至第４グループを含み、
　前記第１グループは前記現在映像信号と前記直前映像信号の差が設定値以下である対か
らなっており、
　前記第２グループは前記現在映像信号の上位ビットと前記直前階調の上位ビットが同一
であり、前記現在映像信号が前記直前映像信号より大きい対からなり、
　前記第３グループは前記現在映像信号の上位ビットと前記直前階調の上位ビットが同一
であり、前記現在映像信号が前記直前映像信号より小さい対からなり、
　前記第４グループは前記第１乃至第３グループに含まれない対からなる。
【００１６】
前記変数はf、a、b、cを含み、
f（Gn[x＋y-１:y]、Gn-1[x＋y-１:y]）=Gn’（Gn[x＋y-１:y]×２y、Gn-1[x＋y-１:y]×
２y）、
a（Gn[x＋y-１:y]、Gn-1[x＋y-１:y]）=f（Gn[x＋y-１:y]＋１、Gn-1[x＋y-１:y]）-f（G

n[x＋y-１:y]、Gn-1[x＋y-１:y]）、
b（Gn[x＋y-１:y]、Gn-1[x＋y-１:y]）=f（Gn[x＋y-１:y]、Gn-1[x＋y-１:y]）-f（Gn[x
＋y-１:y]、Gn-1[x＋y-１:y]＋１、
c（Gn[x＋y-１:y]、Gn-1[x＋y-１:y]）=f（Gn[x＋y-１:y]＋１、Gn-1[x＋y-１:y]＋１＋f
（Gn[x＋y-１:y]、Gn-1[x＋y-１:y]）-f（Gn[x＋y-１:y]＋１、Gn-1[x＋y-１:y]）-f（Gn
[x＋y-１:y]、Gn-1[x＋y-１:y]＋１
（ここでxは直前映像信号及び現在映像信号の上位ビット数であり、yは直前映像信号及び
現在映像信号の下位ビットの数である。）である。
【００１７】
前記第１グループの現在映像信号は補正せず、
前記第２グループの現在映像信号の補正映像信号（Gn’）は



(7) JP 4958382 B2 2012.6.20

10

20

30

40

50

Gn’=f＋a×Gn[y-１:０]/２y-b×Gn-1[y-１:０]/２y＋c×Gn-1[y-１:０]/２yで算出され
る。
【００１８】
また、前記第３グループの現在映像信号の補正映像信号は
Gn’=f＋a×Gn[y-１:０]/２y-b×Gn-1[y-１:０]/２y＋c×Gn[y-１:０]/２yで算出され、
前記第４グループの現在映像信号の補正映像信号は
Gn’=f＋a×Gn[y-１:０]/２y-b×Gn-1[y-１:０]/２y＋c×Gn[y-１:０]×Gn-1[y-１:０]/
２2yで算出される。
【００１９】
　本発明の課題を構成するための他の参考例による液晶表示装置は
　複数の画素を含む液晶表示板組立体と、
　信号源から受信したxビットの上位ビットとyビットの下位ビットからなる現在映像信号
（Gn）を前記現在映像信号（Gn）とxビットの上位ビットとyビットの下位ビットからなる
直前映像信号（Gn-1）に基づいて補正して補正映像信号（Gn’）で出力する映像信号補正
部と、
　前記映像信号補正部からの前記補正映像信号（Gn’）を対応する画像信号に変えて前記
画素に出力するデータ駆動部とを含み、
　前記現在映像信号と前記直前映像信号の一部対に対しては前記補正された映像信号が予
め決められており、
　前記現在映像信号と前記直前映像信号の残り対に対しては前記予め決められた補正映像
信号を基準にした補間法で補正映像信号を決定し、
　前記残り対に対する補正映像信号は前記一部対のうちの少なくとも４つの対に対する補
正された映像信号を基準にした補間法によって決定される。
【００２０】
　本発明の課題を構成するための他の特徴による液晶表示装置の映像信号補正方法として
、
　直前映像信号を参照して現在映像信号を補正する液晶表示装置の映像信号補正方法であ
って、
　前記現在映像信号と前記直前映像信号との差を求める段階と、
　前記現在映像信号と前記直前映像信号との前記差の状況によって前記現在映像信号と前
記直前映像信号とからなる対を少なくとも二つのグループのいずれかに分類する段階と、
　前記現在映像信号及び前記直前映像信号の上位ビットを各々抽出する段階と、
　前記上位ビットで決定される該当変数を求める段階と、
　前記現在映像信号及び前記直前映像信号の下位ビットを各々抽出する段階と、
　前記変数と前記下位ビットとに基づいて前記分類されたグループによって他の方式で現
在映像信号を補正する段階と、を含み、
　前記少なくとも二つのグループは第１乃至第４グループを含み、
　前記第１グループは前記現在映像信号と前記直前映像信号との差が設定値以下である前
記現在映像信号と前記直前映像信号との対からなり、
　前記第２グループは前記現在映像信号の上位ビットと前記直前階調の上位ビットとが等
しいが、前記現在映像信号が前記直前映像信号より大きい前記現在映像信号と前記直前映
像信号との対からなり、
　前記第３グループは前記現在映像信号の上位ビットと前記直前階調の上位ビットとが等
しいが、前記現在映像信号が前記直前映像信号より小さい前記現在映像信号と前記直前映
像信号との対からなり、
　前記第４グループは前記第１乃至第３グループに含まれていない前記現在映像信号と前
記直前映像信号との対からなる、
　液晶表示装置の映像信号補正方法を提供する。
【００２１】
【発明の実施の形態】
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添付した図面を参照して本発明の実施例について本発明の属する技術分野における通常の
知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。しかし、本発明は多様な相異
な形態で実現することができるので、ここで説明する実施例に限定されない。
【００２２】
以下、本発明の実施例による液晶表示装置について説明する。図１は本発明の実施例によ
る液晶表示装置を示す図面である。
【００２３】
図１は本発明の実施例による液晶表示装置のブロック図であり、図２は一つの画素に対す
る等価回路図である。
【００２４】
図１に示したように、本発明による液晶表示装置は液晶表示板組立体（以下、“液晶表示
板”とする）３００及びこれに連結されたゲート駆動部４２０とデータ駆動部４３０、ゲ
ート駆動部４２０に連結された駆動電圧生成部５６０とデータ駆動部４３０に連結された
階調電圧生成部５７０、そしてこれらを制御する信号制御部５５０を含んでいる。
【００２５】
液晶表示板３００を図２の等価回路で見る時、複数の信号線ＧＴi（i=1乃至ｎ）、Ｄj（j
=１乃至ｍ）と、これらに連結された複数の画素を含み、各画素は信号線（ＧＴ1-ＧＴn、
D1-Dm）に連結されたスイッチング素子（トランジスタQ）と、（ＧＴ0-ＧＴn-1）に連結
された維持蓄電器（Cst）及び共通電圧点に接続される液晶蓄電器（Clc）を含む。信号線
ＧＴ0-Ｇn又はD1-Dmは各々、行方向に伸び走査信号（ゲート信号）を伝達している複数の
走査信号線（ゲート線） と、列方向に伸び画像信号（データ信号）を伝達している画像
信号線（データ線）である。スイッチング素子（Q）は三端子素子であって、その制御端
子はゲート線（ＧＴ1-ＧＴn）に連結されており、入力端子はデータ線（D1-Dm）に連結さ
れ、出力端子は液晶蓄電器（Clc）及び維持蓄電器（Cst）の一つの端子に連結されている
。なお、ゲート線ＧＴ0は本当のゲート線ではなく、補助線である。
【００２６】
液晶蓄電器（Clc）はスイッチング素子（Q）の出力端子と共通電圧との間に連結されてい
る。維持蓄電器（Cst）は、一端がスイッチング素子（Q）の出力端子、他端が図２におい
て直ぐ上に描かれたゲート線 (上から下へ順次駆動するので以下では、"直前（駆動）ゲ
ート線"と記す) に連結されており、このような連結方式を直前ゲート方式と記す。しか
し、維持蓄電器（Cst）の他の端子は他の電圧、例えば、共通電圧に連結されることがあ
り、この場合は独立配線方式という。
【００２７】
一方、図２について更に見れば、液晶表示板組立体３００を構造的、概略的に示すことが
できる。便宜上図２には一つの画素だけを示した。
【００２８】
図２が示すように、組立体３００は互いに対向する下部表示板１００と上部表示板２００
及びその間の液晶層３を含む。下部表示板１００にはゲート線（ＧＴi-1、ＧＴi）及びデ
ータ線（Dj）とスイッチング素子（Q）及び維持蓄電器（Cst）が備えられている。液晶蓄
電器（Clc）は下部表示板１００の画素電極１９０と上部表示板２００の共通電極２７０
を二つの端子とし、二つの電極１９０、２７０の間の液晶層３は誘電体として機能する。
【００２９】
画素電極１９０はスイッチング素子（Q）の出力端子に連結され、共通電極２７０は上部
表示板２００の全面に形成されていて共通電圧に連結される。ここで液晶分子は画素電極
１９０と共通電極２７０が生成する電場の変化によってその配列を変え、これにより液晶
層３を通過する光の偏光程度が変化する。このような偏光の変化は表示板１００、２００
に付着された偏光子（図示せず）によって光の透過率変化に変換される。
【００３０】
画素電極１９０はまた、絶縁体を媒介として直前ゲート線（ＧＴi-1）と重なることによ
って直前ゲート線（ＧＴi-1）と共に維持蓄電器（Cst）の二つの端子を構成する。独立配
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線方式の場合、例えば、共通電圧の印加を受ける別個の配線が下部表示板１００に備えら
れて画素電極１９０と重なることにより維持蓄電器（Cst）を構成することが一般的であ
る。
【００３１】
図２はスイッチング素子（Q）の例としてMOSトランジスタを示しており、このMOSトラン
ジスタは実際の工程で非晶質シリコンまたは多結晶シリコンをチャンネル層とする薄膜ト
ランジスタとして実現される。
【００３２】
図２とは異なって、共通電極２７０が下部表示板１００に備えられる場合もあり、この時
には二つの電極１９０、２７０とも線状に作られる。
【００３３】
一方、色表示を実現するためには各画素が色相を表示できるようにしなければならないが
、これは画素電極１９０に対応する領域に赤、緑または青色の色フィルター２３０を備え
ることによって可能である。色フィルター２３０は図２に示すように主に上部表示板２０
０の該当領域に形成されるが、下部表示板１００の画素電極１９０の上または下に形成さ
れることもある。
【００３４】
再び図１を参照すれば、ゲート駆動部４２０及びデータ駆動部４３０は各々スキャン駆動
部及びソース駆動部とも言い、複数のゲート駆動IC及びデータ駆動ICからなることが一般
的である。各ICは液晶表示板組立体３００の外部に別に存在したり組立体３００上に装着
されることもあり、信号線（ＧＴ0-ＧＴn、D1-Dm）及び薄膜トランジスタ（Q）と同じ工
程で組立体３００上に形成されることもある。
【００３５】
ゲート駆動部４２０は液晶表示板組立体３００のゲート線（ＧＴ0-ＧＴn）に連結されて
駆動電圧生成部５６０からのゲートオン電圧（Von）とゲートオフ電圧（Voff）の組み合
わせからなるゲート信号を各ゲート線（ＧＴ0-ＧＴn）に印加する。
【００３６】
データ駆動部４３０は組立体３００のデータ線（D1-Dm）に連結されており、階調電圧生
成部５７０からの階調電圧を選択してデータ信号としてデータ線（D1-Dm）に印加する。
【００３７】
このようなゲート駆動部４２０とデータ駆動部４３０、駆動電圧生成部５６０などの動作
は、これらに連結されて通常は液晶表示板組立体３００の外部に存在する信号制御部５５
０によって制御されるが、これについて詳細に説明する。
【００３８】
信号制御部５５０は外部のグラフィック制御機（図示せず）からデジタル形式のRGB映像
信号（R、G、B）及びその表示を制御する制御入力信号、例えば、垂直同期信号（Vsync）
と水平同期信号（Hsync）、メーンクロック（CLK）、データイネーブル信号（DE）などの
提供を受ける。信号制御部５５０は制御入力信号に基づいてゲート制御信号及びデータ制
御信号を生成し、映像信号（R、G、B）を液晶表示板３００の動作条件に合うように適切
に処理した後、ゲート制御信号はゲート駆動部４２０と駆動電圧生成部５６０に送り出し
、データ制御信号と処理された映像信号（R’、G’、B’）とをデータ駆動部４３０に送
り出す。信号制御部５５０での映像信号処理方法については下記に詳細に説明する。
【００３９】
ゲート制御信号はゲートオンパルス（ゲート信号のハイ区間）の出力開始を指示する垂直
同期開始信号（ＳTV）、ゲートオンパルスの出力時期を制御するゲートクロック信号（CP
V）及びゲートオンパルスの幅を限定するゲートオンイネーブル信号（OE）などを含む。
この中でゲートオンイネーブル信号（OE）とゲートクロック信号（CPV）は駆動電圧生成
部５６０に供給される。データ制御信号は映像信号の入力開始を指示する水平同期開始信
号（ＳTH）とデータ線に該当データ電圧を印加することを指示するロード信号（LOADまた
はTP）及びデータクロック信号（HCLK）などを含む。
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【００４０】
ゲート駆動部４２０は信号制御部５５０からのゲート制御信号によってゲートオンパルス
を順次に各ゲート線（ＧＴ1-ＧＴn）に印加し、このゲート線（ＧＴ1-ＧＴn）に連結され
た１行分のスイッチング素子（Q）をターンオンさせる。これと同時にデータ駆動部４３
０は信号制御部５５０からのデータ制御信号によってターンオンされたスイッチング素子
（Q）が位置した画素行に映像信号（R’、G’、B’）に対応する階調電圧生成部５７０か
らのアナログ電圧を画像信号として該当データ線（D1-Dm）に供給する。データ線（D1-Dm
）に供給された画像信号はターンオンされたスイッチング素子（Q）を通じて該当画素に
印加される。このような方式で、１フレーム期間内に全てのゲート線（ＧＴ1-ＧＴn）に
対して順次にゲートオンパルスを印加するので、全ての画素行に画像信号が印加される。
【００４１】
本発明の実施例による信号制御部５５０での映像信号処理は、液晶の遅い反応速度を補完
するために直前フレームの映像信号（以下、“直前映像信号”とする）と現在フレームの
映像信号（以下、“現在映像信号”とする）に基づいて補正された映像信号を作り出す。
このような方式は、既に本発明者が大韓民国特許出願番号10-2000-5442（出願日:2000. 2
. 3）と10-2000-73672（出願日:2000. 12. 6）、そして米国特許出願番号09/773,603（出
願日:2001.2.2）、ヨーロッパ特許出願番号01102227.4（出願日:2001.1.31）、中国特許
出願番号01111679.X（出願日:2001.2.3）、日本特許出願番号2001-28541（出願日:2001.2
.5）、台湾特許出願番号89123095（出願日:2000.11.2）と90101788（出願日:2001.1.30）
を通じて開示されており、この出願をここで引用することにより本願明細書の記述内容と
して認められることを希望する。
【００４２】
本発明の実施例では、直前映像信号と現在映像信号の上位ビット値を利用して１次的に演
算に必要な変数を決定した後、直前映像信号と現在映像信号の下位ビット（LSB）値と決
定された前記変数を利用して補正された映像信号を算出する。
【００４３】
このような過程を図３を参照して具体的に説明する。
【００４４】
説明の便宜のために、映像信号の全ビット数は８ビットであると仮定し、全ビットを上位
のビット群（上位ビット：MSBと記す）と下位のビット群（下位ビット：LSBと記す）とに
２分して、ＭＳＢとＬＳＢが共に４ビットであると仮定する。なお、階調の数は２8=２５
６になる。
【００４５】
図３には、n番目フレームの映像信号（Gn）（便宜上現在映像信号とする）を縦軸とし、
（n-１）番目フレームの映像信号（Gn-1）（便宜上直前映像信号とする）を横軸として、
両信号の関連性（差異の大小）を示す。
【００４６】
階調の数が２５６個であるので直前映像信号（Gn-1）と現在映像信号（Gn）の組み合わせ
は全て２５６×２５６=６５，５３６個となる。
【００４７】
このように多くの組み合わせの各々に対して別個に補正された映像信号（補正映像信号）
を決定し、これに合せて補正映像信号を作り出すことは時間、空間的に無理を生じるので
、適切なグループに分けて処理を簡単化する。
【００４８】
本発明の実施例では直前映像信号（Gn-1）と現在映像信号（Gn）の上位ビット（MSB）値
を基準にして区域を分け、その区域が図３上に実線で区画された正方形の領域である。区
域の境界に存在する点は直前映像信号（Gn-1）または現在映像信号（Gn）の下位ビット（
LSB）が０の点である。直前映像信号と現在映像信号全てに対し、各区域内に存在する点
のMSBは全て同一であり、左側辺と上側辺上に位置する点もまた、区域内部の点と同一なM
SBを有する。ただし、右側辺と下側辺上に存在する点のMSBは区域内部の点のMSBと相異し
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ている（以下、区域と言えば区域内部と左側及び右側辺上の点を同時に称する）。例えば
、A区域点の直前映像信号（Gn-1）のMSBは、十進法の（６４／１６＝４）に対応する２進
法の[０１００]であり、現在映像信号（Gn）のMSBも[０１００]になる。また、B区域の全
ての点の直前MSBは十進法の（８０／１６＝５）に対応する２進法の[０１０１]であり、
現在MSBは十進法の（４８／１６＝３）に対応する２進法の[００１１]である。なお以下
では、“Gn-1のＭSB"と表現する替わりにビット抽出関数[上位ビット番号：下位ビット番
号]を用いて“Gn-1[７:４]”のように表示する。また“Gn-1のＬSB"の替わりに“Gn-1[３
:０]”で表示する。
【００４９】
本実施例ではまず、区域を定義する頂点、つまり、直前及び現在映像信号（Gn-1，Gn）の
下位ビット（LSB）が全て０である点に対して補正映像信号を決定する。他の点に対して
は内挿・外挿などの補間法を適用して補正映像信号を決定する。ある区域の点に対して補
間法を適用する時、その区域を定義する４つの頂点の補正映像信号を基準に適用する。こ
の４点は図３におけるＡ区域の４隅として例示され、その座標のＭＳＢを式で示すと（ G

nは縦軸、Gn-1は横軸）、
第１点=（Gn[７:４]、Gn-1[７:４]）、
第２点=（Gn[７:４]＋１、Gn-1[７:４]）、
第３点=（Gn[７:４]、Gn-1[７:４]＋１）、
第４点=（Gn[７:４]＋１、Gn-1[７:４]＋１）
また、図３に合わせた式は
第１点=（Gn[７:４]、Gn-1[７:４]）＊１６、
第２点=（Gn[７:４]＋１、Gn-1[７:４]）＊１６、
第３点=（Gn[７:４]、Gn-1[７:４]＋１）＊１６、
第４点=（Gn[７:４]＋１、Gn-1[７:４]＋１）＊１６
である。
【００５０】
各区域の点に対して４つの点を基準に補間法を適用する理由は、例えば第１点と第２点ま
たは第１点と第３点を基準に補間した場合、区域境界付近で補正映像信号が不連続的にな
るためである。本実施例でのように、その区域を決定する４つの点を基準に補間をすれば
、区域境界付近での不連続が無くなる。
【００５１】
しかし、直前階調と現在階調の差が小さくても補正をすることで大きい階調差が 発生す
ることもある。特に、直前映像信号（Gn-1）と現在映像信号（Gn）が同じ部分[図３で、
対角線（D）部分]は一般に停止画像を示す部分であって、補正された直前映像信号と補正
された現在映像信号の間に非常に小さい差でも発生した場合には画像にノイズが発生して
いるように見える。
【００５２】
また、例えば、図３で対角線（D）と点線（E）の間の領域のように直前映像信号（Gn-1）
と現在映像信号（Gn）の差が大きくない部分があるが、このような差は画像が実際に変わ
っていると言うよりは、ノイズによるものである可能性が高いために、補正をして階調変
化に速かに対応することよりは補正せずにそのまま置いて階調の変化量が小さくなるよう
にする。このような実際画像の統計的性質に適応させることは，実用特性改善のために重
要である。
【００５３】
最後に、対角線（D）を含む区域、例えば、図３においてAで示した区域の補正について説
明する。
【００５４】
A区域はB区域とは異なって、対角線（D）を中心に分けられた両側小区域（A1，A2）のう
ち対角線（D）の上側に位置する小区域（A1）では現在階調が直前階調より小さく（暗く
）、反対に対角線（D）の下側に位置する小区域（A2）では現在階調が直前階調より大き
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い（明るい）。このように二つの小区域（A1，A2）の性格が異なるために他の区域のよう
に区域の４つの頂点を基準に補正すれば、特に区域中央部分で誤差が多く生じる。
【００５５】
さらに、この区域は直前階調と現在階調の差が小さい部分であるので、誤差が小さくても
すぐ目につく。したがって、この区域に対しては小区域（A1，A2）別に分けて補正を行う
。本実施例では対角線（D）上の小区域（A1）に対しては第１点、第３点、第４点を基準
に補間し、対角線（D）下の小区域（A2）に対しては第１点、第２点及び第４点を基準に
補間する。
【００５６】
このような原理によって決定される本発明の実施例の補正映像信号を次の式で表現できる
。
【００５７】
xが映像信号のMSBのビット数、yが映像信号のLSBのビット数、補正された映像信号はGn’
であるとする。
【００５８】
対角線（D）と関係ない一般区域（B）に対して補正された映像信号（Gn’）は、下式で示
すことができる。
【数１】

【００５９】
ここで、fはその区域の左上頂点に該当する場合の補正映像信号である。つまり、下式が
成立する。
【数２】

【００６０】
aは左下頂点の補正映像信号から左上頂点の補正映像信号を引いた値である。つまり、下
式が成立する。
【数３】

【００６１】
また、ｂは左上頂点の補正映像信号から右上頂点の補正映像信号を引いた値である。つま
り、下式が成立する。
【数４】

【００６２】
cは左上頂点の補正映像信号と右下頂点の補正映像信号を足した値から左下頂点の補正映
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像信号と右上頂点の補正映像信号を引いた値である。つまり、下式が成立する。
【数５】

【００６３】
直前映像信号（Gn-1）と現在映像信号（Gn）がほとんど同じ地点、つまり、図３で対角線
（D）及びその周囲地点、例えば、｜Gn-Gn-1｜≦α（αは予め定めた定数）である地点に
対しては、Ｇn’＝Ｇnである。
【００６４】
対角線（D）を含む区域（A）で現在映像信号（Gn）が直前映像信号（Gn-1）より小さい小
区域（A1）での補正映像信号（Gn’）は前記数１の最後の項を“c×Gn[y-１:０]×Gn-1[y
-１:０]/２2y”から“c×Gn[y-１:０]/２y”に置換したものである。つまり、小区域Ａ１
での補正映像信号Ｇn’は下式のように表せる。
【数６】

【００６５】
また、区域（A）で現在映像信号（Gn）が直前映像信号（Gn-1）より大きい小区域（A2）
の補正映像信号（Gn’）は前記数１の最後の項を“c×Gn[y-１:０]×Gn-1[y-１:０]/２2y

”から“c×Gn-1[y-１:０]/２y”に置換したものである。つまり、小区域Ａ２での補正映
像信号Ｇn’は下式のように表せる。
【数７】

である。
【００６６】
このように、本発明の実施例では直前映像信号と現在映像信号の差の特性によって互いに
相異なる数式を用いて補正された映像信号を算出する。
【００６７】
次に、図４を参照して本発明の実施例による映像信号補正動作を更に具体的に説明する。
【００６８】
図４は本発明の実施例による映像信号補正部の内部ブロック図である。
【００６９】
図４に示したように、本発明の実施例による映像信号補正部６００は信号合成器６１、信
号合成器６１に連結されたフレームメモリ６２、このフレームメモリ６２に連結されたコ
ントローラ６３、信号合成器６１とフレームメモリ６２に連結された映像信号変換器６４
、そして映像信号変換器６４に連結された信号分離器６５を含む。
【００７０】
映像信号変換器６４は信号合成器６１とフレームメモリ６２に連結されているルックアッ
プテーブル６４１、入力がルックアップテーブル６４１と信号合成器６１とフレームメモ
リ６２に連結されて出力が信号分離器６５に連結されている演算器６４３、そして入力が
フレームメモリ６２に連結されて、出力が演算器６４３に連結されている事例選択部６４
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２を含む。
【００７１】
説明の便宜上、映像信号は８ビットであり、上位ビット（MSB）と下位ビット（LSB）は各
々４ビットとする。信号源（図示せず）で映像信号（Gm）を受信すれば、図４に示した映
像信号補正部６００の信号合成器６１は映像信号補正部６００が映像信号（Gm）を処理で
きる速度で、例えば、映像信号（Gm）のデータストリームの周波数がフレームメモリ６２
のアクセスクロック周波数と合うように映像信号データストリームの周波数を変換し、フ
レームメモリ６２及び映像信号変換器６４に送る。例えば、信号源からR、G、B各々に対
して８ビットずつ全て２４ビットの映像信号（Gm）が６５MHz周波数で供給され、映像信
号補正部６００の構成要素の最大処理周波数が５０MHzであるとすれば、信号合成器６１
は２４ビットの映像信号（Gm）を２つずつ一纏めにして４８ビットの映像信号（Gn）に合
成する。信号合成器６１は合成された映像信号（Gn）をフレームメモリ６２及び映像信号
変換器６４に現在映像信号として供給するが、上位ビット（Gn[７:４]）と下位ビット（G

n[３:０]）に分けられて映像信号変換器６４に供給される。
【００７２】
コントローラ６３はフレームメモリ６２に記憶されている直前映像信号（Gn-1）を映像信
号変換器６４に供給させ、信号合成器６１から伝送される合成された現在映像信号（Gn）
を直前映像信号（Gn-1）としてフレームメモリ６２に記憶させる。
【００７３】
映像信号変換器６４は信号合成器６１からの現在映像信号（Gn）とフレームメモリ６２か
らの直前映像信号（Gn-1）とに基づいて補正映像信号（Gn’）を求めた後、これを信号分
離器６５に供給する。信号分離器６５は４８ビットの補正映像信号（Gn’）を分離して２
４ビットで送る。
【００７４】
信号合成器６１とフレームメモリ６２で補正信号変換器６４に供給される映像信号（Gn、
Gn-1）とは上位ビット（Gn[７:４]）と下位ビット（Gn[３:０]）とに区分されて別に供給
される。上位ビット（Gn[７:４]）はルックアップテーブル６４１に、下位ビット（Gn[３
:０]）は演算器６４３に供給される。一方、信号合成器６１とフレームメモリ６２で映像
信号変換器６４の場合、選択部６４２に供給される信号は映像信号（Gn、Gn-1）全体であ
る。
【００７５】
補正信号変換器６４のルックアップテーブル６４１には前述したように図３で各区域の頂
点に該当する場合、つまり、現在LSB及び直前LSBとも０である場合の補正映像信号によっ
て決定される４つの変数f、a、b、cが記憶されている。
【００７６】
映像信号のビット数が８ビットであり、MSBとLSBは各々４ビットであるので、各変数ｆ、
ａ、ｂ、ｃはそれぞれ下式で表される。
【数８】

【数９】

【数１０】

【数１１】
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【００７７】
図３でB区域に属する場合、例えば、現在映像信号（Gn）が５１=[００１１００１１]であ
り、直前映像信号（Gn-1）が８７=[０１０１０１１１]であるとすれば、現在MSB（Gn[７:
４]）は[００１１]=３であり、直前MSB（Gn-1[７:４]）は[０１０１]=５となる。
【００７８】
したがって、変数（f、a、b、c）の値は次の通りになる。
【００７９】
【数１２】

【数１３】

【数１４】

【数１５】

【００８０】
ルックアップテーブル６４１はこのように直前MSBと現在MSBを基準に該当するf、a、b、c
値を探して演算器６４３に出力する。
【００８１】
一方、事例選択器６４２はフレームメモリ６２からの直前映像信号（Gn-1）と信号合成器
６１からの現在映像信号（Gn）とに基づいて事例を区分する。演算器６４３は事例選択部
６４２から印加される信号によって事例を判別し、それに該当する数式を選択して補正さ
れた映像信号（Gn’）を算出する。
【００８２】
図５を参照して事例選択部６４２及び演算器６４３の動作を詳細に説明する。
【００８３】
図５は本発明の実施例による事例選択部６４２及び演算器６４３の動作流れ図である。こ
の事例選択部６４２は、判断過程Ｓ１２，Ｓ１４，Ｓ１５の状態に応じて各々固有の制御
（指示）信号を演算器６４３に送る。
【００８４】
まず、動作を始めて（Ｓ１０）、事例選択部６４２は信号合成器６１とフレームメモリ６
２からの直前映像信号（Gn-1[７:０]）と現在映像信号（Gn[７:０]）を読み取る（Ｓ１１
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）。
【００８５】
その後、事例選択部６４２は直前映像信号（Gn-1）と現在映像信号（Gn）の差（絶対値）
を算出した後、既に設定された値（α）と比較する（Ｓ１２）。
【００８６】
この時、設定された値（α）は映像信号の状態や環境によって変動することがあり、一般
に映像信号がノイズの影響を多く受ける場合にはα値を大きく設定し、そうでない場合に
はα値を小さい値に選択する。α値は、最小が０、最大が全階調数を１６グループに分け
た数、例えば全階調数が２５６個である時は１６の範囲、つまり、０乃至１６の間の値が
好ましい。
【００８７】
直前映像信号（Gn-1）と現在映像信号（Gn）との差を設定値（α）と比較した結果、その
差が設定値（α）以下であれば、事例選択部６４２は演算器６４３に対して、補正映像信
号（Gn’）として現在映像信号（Gn）を選択する操作を指示する（Ｓ１２=Yes）。
【００８８】
これにより演算器６４３は別途の補正動作を実行せずに現在映像信号（Gn）を補正された
映像信号（Gn’）として出力する（Ｓ１３）。
【００８９】
しかし、比較の結果、直前映像信号（Gn-1）と現在映像信号（Gn）との差が設定値（α）
より大きい場合はステップＳ１４に進み、事例選択部６４２は直前MSB（Gn-1[７:４]）と
現在MSB（Gn[７:４]）が等しいかどうかを判定する（Ｓ１４）。
【００９０】
二つのMSB（Gn-1[７:４]、Gn[７:４]）が同値である場合はステップＳ１５に進み、直前L
SB（Gn-1[３:０]）と現在LSB（Gn[３:０]）を比較する（Ｓ１５）。現在LSB（Gn[３:０]
）が直前LSB（Gn-1[３:０]）より大きい場合はステップＳ１６に進む。
【００９１】
これにより演算器６４３は[数７]を選択し、ここでルックアップテーブル６４１で求めた
f、a、b、cと直前及び現在LSB（Gn-1[３:０]、Gn[３:０]）を代入して補正された映像信
号（Gn’）を算出する（Ｓ１６）。算出式は
Gn’=f+a×Gn[3:0]/2

4－b×Gn-1[3:0]/2
4+c×Gn-1[3:0]/2

4

である。
【００９２】
しかし、現在LSB（Gn[３:０]）が直前LSB（Gn-1[３:０]）以下の場合、これに対応する信
号を演算器６４３に送り、これにより演算器６４３は[数６] を選択して、これにf、a、b
、cと直前及び現在LSB（Gn-1[３:０]、Gn[３:０]）を代入して補正映像信号（Gn’）を算
出する（Ｓ１７）。算出式は
Gn’=f+a×Gn[3:0]/2

4－b×Gn-1[3:0]/2
4+c×Gn[3:0]/2

4

である（最終項が前の式と異なる）。
【００９３】
しかし、ステップＳ１４で判定された結果が“Ｎｏ”である時、つまり、二つのMSB（Gn[
７:４]、Gn-1[７:４]）が互いに異なる場合、該当信号を演算器６４３に出力する。
【００９４】
これにより演算器６４３は[数１]を選択し、f、a、b、cと直前及び現在LSB（Gn-1[３:０]
、Gn[３:０]）を代入して補正された映像信号（Gn’）を算出する。算出式は
Gn’=f+a×Gn[3:0]/2

4－b×Gn-1[3:0]/2
4+c×Gn[3:0]×Gn-1[3:0]/2

8

である。
【００９５】
映像信号変換器６４はこのような方法で、入力される直前及び現在映像信号（Gn-1，Gn）
の状況に応じて各該当数式を用いて補正映像信号（Gn’）を算出し信号分離器６５に出力
する。
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【００９６】
本発明の実施例では映像信号に同期するクロック周波数がフレームメモリ６２をアクセス
するクロック周波数と相異するために、映像信号を合成及び分離する信号合成器６１及び
信号分離器６５が必要であるが、二つの周波数が等しい場合にはこのような信号合成器６
１と信号分離器６５は必要ではない。
【００９７】
本発明の実施例による映像信号変換器６４ではルックアップテーブルを作成して読み出し
専用メモリ（ROM）に保存した後、アクセスして数式を演算したが、数式を演算するデジ
タル回路を直接製造して使用することもできる。
【００９８】
本発明の実施例に映像信号変換器６４は信号制御部５５０の一部であると表現したが、信
号制御部５５０と分離されて別個に存在することもでき、この時には外部のグラフィック
制御機の一部を構成することも可能である。
【００９９】
【発明の効果】
本発明による液晶表示装置では、現在映像信号を補正することによって補正誤差及び不連
続性を顕著に減らすことができ、直前映像信号と現在映像信号の差の特性によって補正方
式を異なるようにするので、この差の特性に合う補正動作が行われて画質が向上する。
【０１００】
以上で本発明の好ましい実施例について詳細に説明したが、本発明の権利範囲はこれに限
定されず、請求範囲で定義している本発明の基本概念を利用した当業者の多様な変形及び
改良形態も本発明の権利範囲に属する。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施例による液晶表示装置のブロック図である。
【図２】　一つの画素に対する等価回路図である。
【図３】　本発明の実施例における直前階調と現在階調の相関関係に応じた補正方式の選
択を説明する図面である。
【図４】　本発明の実施例による映像信号補正部における信号の流れを説明するブロック
図である。
【図５】　本発明の実施例による映像信号補正部の動作を説明する動作流れ図である。
【符号の説明】
３：液晶層
６１：信号合成器
６２：フレームメモリ
６３：コントローラ
６４：映像信号変換器
６５：信号分離器
１００：下部表示板
１９０：画素電極
２００：上部表示板
２３０：色フィルター
２７０：共通電極
３００：液晶表示板
４２０：ゲート駆動部
４３０：データ駆動部
５５０：信号制御部
５６０：駆動電圧生成部
５７０：階調電圧生成部
６００：映像信号補正部
６２０：フレームメモリ
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６４１：ルックアップテーブル
６４２：選択部
６４３：演算器
Ａ１：上側に位置する小区域
Ａ２：下側に位置する小区域
Ｂ：一般区域
Ｃlc：液晶蓄電器
Ｃst：維持蓄電器
Ｄ：対角線
Ｅ：点線
D1-Dm：データ線
Ｇn：現在映像信号
Ｇn-1：直前映像信号
ＧＴ0-ＧＴn：ゲート線
ＬＳＢ：下位ビット
ＭＳＢ：上位ビット
Ｑ：スイッチング素子

【図１】 【図２】
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